
－22－

第２部 医療圏と基準病床数（第１章　医療圏）

第１部　計画の基本的事項

　第１章　医療圏　

　医療圏とは、地域の医療需要に対応して包括的な医療を提供していくための区域であり、
具体的には、医療資源の適正な配置と医療提供体制の体系化を図るための、地域的単位のこ
とです。
　医療圏は、医療法により、初期の診断・治療を担う一次医療圏、一般的な入院・治療を担
う二次医療圏、高度・特殊な医療を担う三次医療圏に大別され、各医療圏の圏域については、
県民の受療状況、生活圏、行政の圏域等を考慮しながら、医療の効果的な提供に適した圏域
を設定しています。

１　一次医療圏
　県民の日常の健康管理や健康相談、通常見られる傷病の診断・治療の外来医療などの圏域
として、県民が居住する市町の範囲です。

２　二次医療圏
　入院医療や専門外来等の二次医療の提供は、主として病院がその機能を担い、日常生活圏
より広域の範囲を単位としています。
　医療法には、通常の入院医療を行う病院および診療所の病床整備を図るための地域的単位
として、区分する区域を設定するよう規定されています。
　今回の計画策定に当たり、人口規模が 20 万人未満で、流入患者割合が 20％未満、流出患
者割合が 20％以上である二次医療圏については、その設定について検討することとされ、奥
越と丹南の圏域が対象となります。

　第５次計画における二次医療圏

区　分
人口

（H24.10. 1）
（人）

流出率 流入率
面　積

（㎢）
市町数 構　成　市　町

福井・坂井 407,405 2.4％ 22.9％ 957 ３市１町 福井市、あわら市、
坂井市、永平寺町

奥　越 59,048 46.0％ 1.9％ 1,126 ２市 大野市、勝山市

丹　南 189,106 28.9％ 5.9％ 1,008 ２市３町 鯖江市、越前市、池田町、
南越前町、越前町

嶺　南 143,568 13.5％ 8.9％ 1,099 ２市４町 敦賀市、小浜市、美浜町、
高浜町、おおい町、若狭町

計 799,127 4,190 ９市８町

	 ※人口は、平成 24 年 10 月現在、県政策統計課調
	 　流出率・流入率は、平成 23 年 11 月福井県患者調査

流出率＝当該医療圏に居住する入院患者のうち、他の医療圏に所在する医療機関に入院している患者の割合
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　（奥越地域の現状）

　人口は、平成 18 年の 64,170 人から、平成 24 年は 59,048 人と８％減少しています。また、

65 歳以上の人口割合は、現在の 3割から 2035 年（平成 47 年）には約 4割と推計されています。

　医療圏の面積は、1,126k㎡で、県内の他の 3医療圏とほぼ同じです。

　基幹となる福井社会保険病院については、平成 23 年の法改正により、平成 26 年度から、

独立行政法人地域医療機能推進機構が全国の社会保険病院を運営することとなり、救急・災

害医療など、地域の医療・介護の提供を確保することとされています。

　福井社会保険病院までのアクセスについては、大野市中心部からでも 20 分程度の距離で

す。なお、中部縦貫自動車道については、上志比～大野間が平成 24 年度に開通しており、

福井北～松岡間は平成 26 年度に開通予定です。

　また、圏域の全域が「豪雪地帯対策特別措置法」に基づき指定されており、冬期間の自動車・

鉄道など交通機関への影響が考えられます。

　入院患者の流出は、全体で 46％ですが、その流出先のほとんどは、福井・坂井医療圏で

44.7％の流出となっています。

　（丹南地域の現状）

　人口は、平成 18 年の 193,729 人から、平成 24 年は 189,106 人と 2.4％の減少にとどまって

います。県内の 4圏域の中では、人口減少、高齢化の進行が遅い地域です。

　医療圏の面積は、1,008k㎡で、奥越と同様です。

　中核的な公立病院である丹南病院については、平成 24 年 5 月に、救急、産科、小児科、

透析など医療機能を充実させた改築が完成しており、今後の受療動向が変化することが見込

まれます。

　また、圏域の南部は「豪雪地帯対策特別措置法」に基づき指定されており、冬期間の自動車・

鉄道など交通機関への影響が考えられます。

　入院患者の流出は、全体で 28.9％ですが、その流出先のほとんどは、福井・坂井医療圏で

27.9％の流出となっています。

　気象条件や交通網整備の進捗状況など地域の実情を考慮し、二次医療圏は従来と同様、「福

井・坂井」「奥越」「丹南」「嶺南」の 4つの圏域とします。

　奥越と丹南医療圏については、今後の医療需給の改善に向け、地域医療連携クリティカル

パス、地域医療連携システムの運用等により、急性期から回復期、在宅までの医療の役割分

担と連携を推進するなど、地元の医療機関への入院や在宅療養への移行を促進します。また、

保健所単位で県、市町、地域の医療関係者等が、地域医療連携体制協議会を開催し、地元の

医療機関の利用を促進するための住民の機運醸成を図る取組みなど協議していきます。
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　なお、5疾病、5事業、在宅医療のそれぞれの医療提供体制については、脳卒中などの急

性期医療においては早期の治療開始が治療法の有用性や予後に大きく影響すること、疾病・

事業ごとに医療資源の制約があることなどを考慮して、二次医療圏にこだわらず、地域の実

情に応じて弾力的に圏域を設定します。

　（	第 4 部　5疾病、5事業、在宅医療の医療提供体制構築の各疾病・事業別の急性期医療を

担う主な医療機関等を参照）

3　三次医療圏
　医療法に基づき、発生頻度の低い疾病、特に専門性の高い救急医療等に係る特殊な診断ま

たは治療を必要とする三次医療の提供体制を整備する地域的単位は県全域とします。
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　第２章　基準病床数　

　医療圏内で、効率的で効果的な医療提供体制を確立するためには、各地域における病院等
の病床数は重要な要素となります。
　基準病床数は、医療法に基づき二次医療圏における病院および診療所の一般病床および療
養病床、県全域における精神病床、感染症病床および結核病床について定めることとされて
いるもので、これらの圏域内における病床数の目安であるとともに、一定以上の病床が整備
されている場合の規制基準としての役割を持っており、病床の適正配置を行う上での基本と
なるものです。
　計画で定めた基準病床数を既存病床数が上回る「病床過剰地域」における、病院の開設や
増床、または診療所の病床設置や増床は、原則としてできなくなります。

Ⅰ　二次医療圏における一般病床および療養病床
　各医療圏域における人口や流入流出患者数等を基に、医療法施行規則等により定められた
計算方法により、基準病床数を算出しています。
　介護施設で対応できる数が増加したことや、平均在院日数が短縮化し、医療機関の病床利
用の効率化が進んでいることから、基準病床数は第５次計画よりも減少しました。

医療圏域（二次医療圏） 基準病床数 参考：既存病床数１

（平成 24 年 10 月 1 日時点）

福　井　・　坂　井 3,845 5,372
奥　　　　　　　越 374 447
丹　　　　　　　南 1,139 1,732
嶺　　　　　　　南 1,113 1,450

計 6,471 9,001

　上表の病床過剰地域であっても、以下の１から３に該当する診療所における一般病床につ
いては、医療審議会の審議を経た上で、新たな設置が可能です。（医療法第７条３項、医療
法施行規則第１条の 14 第７項第１号から第３号）
　１	　在宅療養支援診療所の施設基準に係る届出を行っている診療所（届出予定を含む）で
あること

　２	　へき地診療所であること。または、無医地区または無医地区に準じる地区に設置され
る診療所であること

　３	　次のア～エのいずれかに該当する診療所であること
　　　ア　小児科または小児外科を標榜し、小児の入院治療を行う診療所
　　　イ　産科または産婦人科を標榜し、分娩を取り扱う診療所
　　　ウ　救急診療所であること（予定を含む）
　　　エ　上記のアからウのほか、医療審議会において必要と認める診療所

１　	既存病床数は、病院の開設許可病床数等を基に医療法の規定に基づき補正を行った後の数です。
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Ⅱ　県全域における精神病床、感染症病床および結核病床

　精神病床に係る基準病床数は、県全体の人口や県内外の流入流出患者数等を基に、医療法

施行規則等により定められた計算方法により算出しています。

　感染症病床および結核病床に係る基準病床数については、厚生労働省が定める基準により

算出しています。

病　床　の　種　類 基準病床数 参考：既存病床数
（平成 24 年 10 月 1 日時点）

精 神 病 床 2,116 2,342
感 染 症 病 床 20 20
結 核 病 床 22 48

【用語の解説】

●病床の種別

　◦一般病床

　　　�療養病床、精神病床、感染症病床および結核病床以外の病床

　　

　◦療養病床

　　　�	精神病床、感染症病床および結核病床以外の病床であって、主として長期にわたり

療養を必要とする患者を入院させるための病床

　　　　（介護保険適用となる指定介護療養型医療施設の病床を含む。）

　　

　◦精神病床

　　　�精神疾患を有する者を入院させるための病床

　

　◦感染症病床

　　　�	感染症の予防および感染症の患者に対する医療に関する法律第６条第２項に規定す

る一類感染症、同条第３項に規定する二類感染症、同条第７項に規定する新型イン

フルエンザ等感染症および同条第９項に規定する新感染症の患者を入院させるため

の病床

　　

　◦結核病床

　　　�結核の患者を入院させるための病床




